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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

埼玉県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県
：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県

一般国道１７号
本庄道路 ①
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１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的

・現国道17号の交通混雑の緩和
・神流川橋架け替えによる防災・震災対策

標準横断図

（2）計画の概要

（橋梁部）

区 間：自）埼玉県本庄市沼和田

至）群馬県高崎市新町

計画延長：Ｌ＝7.0km
幅員 ：W=24.25m～27.25m
道路規格：第３種第１級

設計速度：80km/h
車線数 ：4車線
事業化 ：平成15年

さいたま ぬまわだ

ぐんま たかさき しんまち

ほんじょう

（土工部）
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点
・国道17号は県内唯一のバイパスのない２車線道路であり、交通集中によりピーク時に渋滞している。
・神流川橋はS9架橋の老朽橋であり、第一次特定緊急輸送道路に指定されている。

交通渋滞の解消
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平成18年度
渋滞損失額：約２３億円/年

埼玉県平均
16万人時間/年･km本庄道路（再評価区間）

金久保交差点

神流川橋交差点

埼玉県平均
16万人時間/年･km本庄道路（再評価区間）

金久保交差点

神流川橋交差点



●森林の吸収量は10.6ｔ/ha･年として換算
●日比谷公園の面積を約16haとして換算

ＣＯ2
約９００ｔ/年
（0.02％）
の削減

日比谷公園の面積の約５倍に相当
（森林面積約90haの二酸化炭素吸収量に相当）

●大型車が東京都を走行する際の排出量308g/台で換算
●大型車の速度を40km/h、平均走行距離を70km/台とし
て換算

ＮＯＸ
約1.6ｔ/年
（0.03％）
削減

東京都を走行する大型車の

約5千台分の排出量に相当

●ペットボトル１本（500ml）に入るSPMを約100gとして
換算

ＳＰＭ

約1.5ｔ/年
（0.10％）
削減

500mlペットボトル

約２万本の体積に相当

・本庄道路の整備により、CO2、NOｘ、SPMの年間排出量が削減される。
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点



３．費用対効果３．費用対効果

■便益

327億円1億円32億円295億円基準年における
現在価値(B)

合計
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益

■費用

202億円24億円178億円基準年における
現在価値(Ｃ)

合計維持管理費改築費

■算定結果

1.6
327億円（総便益）
202億円(総費用)

B/Ｃ

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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４．事業進捗の見込みの視点４．事業進捗の見込みの視点
・本庄道路の経緯

平成15年度 着工準備（埼玉県本庄市沼和田～群馬県高崎市新町：Ｌ＝7.0km）

環境影響評価方法書公告・縦覧

平成16年度
～17年度

平成18年度 準備書事業者案作成、県知事送付

都市計画原案作成のための地元説明会開催

平成19年度 準備書、都市計画案公告・縦覧、地元説明会開催

環境影響評価に係る現地調査

さいたま ほんじょう ぬまわだ ぐんま たかさき しんまち

本庄道路 着工準備区間 Ｌ＝７．０㎞

神流川橋交差点

上里町勅使河原
24,806台/日(H17ｾﾝｻｽ)

本庄市諏訪町
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本庄市栄
20,952台/日(H17ｾﾝｻｽ)
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用地買収は未着手



４．事業進捗の見込みの視点４．事業進捗の見込みの視点
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○平成１１年１１月○平成１１年１１月

「一般国道「一般国道1717号バイパス本庄道路（仮称）のあらまし」（パンフレット）公表号バイパス本庄道路（仮称）のあらまし」（パンフレット）公表
本庄道路（仮称）の概要・ルート案提示。アンケート葉書添付本庄道路（仮称）の概要・ルート案提示。アンケート葉書添付
・約１，２００人の方からアンケート葉書での意見を回収・約１，２００人の方からアンケート葉書での意見を回収

○平成１２年２月○平成１２年２月

「一般国道「一般国道1717号バイパス本庄道路（仮称）への意見について」（パンフレット）公表号バイパス本庄道路（仮称）への意見について」（パンフレット）公表
前回のパンフレットに対する意見の公表前回のパンフレットに対する意見の公表
・本庄道路の必要性・本庄道路の必要性 「必要である」：「必要である」：9595％、「必要でない」：％、「必要でない」：22％％

○平成１２年１１月○平成１２年１１月

「一般国道「一般国道1717号バイパス本庄道路（仮称）」のＰＩ説明会実施号バイパス本庄道路（仮称）」のＰＩ説明会実施
検討中の計画案の説明及び質問への回答等検討中の計画案の説明及び質問への回答等
・・ 合計合計 ５回開催５回開催 ３６２人３６２人

○平成１３年４月○平成１３年４月

「一般国道「一般国道1717号バイパス本庄道路（仮称）について（お知らせ）」を公表号バイパス本庄道路（仮称）について（お知らせ）」を公表
ＰＩ説明会の開催状況について公表ＰＩ説明会の開催状況について公表

○平成１４年８月○平成１４年８月

「一般国道「一般国道1717号バイパス本庄道路（仮称）について（お知らせ）」を公表号バイパス本庄道路（仮称）について（お知らせ）」を公表
北回りルート案を基本に、構造等の検討を進めていく旨を公表北回りルート案を基本に、構造等の検討を進めていく旨を公表

○平成１５年１１月○平成１５年１１月

環境影響評価の方法書公告・縦覧環境影響評価の方法書公告・縦覧

５．P I実施の経緯５．P I実施の経緯

8



６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）

（1）事業の必要性等に関する視点

・国道17号の当該区間は、県内の国道17号で唯一バイパスが整備されていない２車線区間であり、
交通の集中を背景にピーク時に交通渋滞が生じている。

・国道17号は第一次特定緊急輸送道路に指定されているが、群馬県境付近に位置する神流川橋
は老朽橋（Ｓ９架橋）であり、本庄道路整備に伴う架け替えによる災害時の信頼性向上が求めら
れている。

・費用対効果（B／C)は1.６である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・準備書、都市計画案への意見書が５通のみであり、平成２０年度内の都市計画決定は滞りなく行
える見込み。

（3）対応方針（原案）

・当事業は継続が妥当。
・平成20年度内に都市計画決定を行う。
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